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研究の概要報告 

１ 県内の自主的な研究活動の取組状況 

将来、国際社会においてたくましく活躍できる子どもたちの育成をめざして、外国語教育で

は「積極的にコミュニケーションをはかろうとする態度」や「聞くこと・話すこと（やりと

り）・読むこと・書くことの４技能５領域を総合的に活用できるコミュニケーション能力の基

礎基本」の育成を最重要課題としてとりくんできた。この主旨をふまえ、本年度の教育研究愛

知県集会でも、さまざまな工夫をした実践をもとに、創意あふれる１９本のリポートが提出さ

れた。 

ＩＣＴ機器を活用して海外の児童生徒とのコミュニケーションの場の設定をするなど必然性

のある場面を設定した言語活動の工夫が報告された。また、相手意識や即興性を重視した授業

実践や、中間交流や振り返りを取り入れ児童生徒の主体性を育成する実践も多く報告された。

相互評価や自己評価によりメタ認知力を高める授業実践も見られるなど、県内の小中学校にお

いて、新学習指導要領を意識した授業にとりくんでいる様子が伝わった。 

 

２ 今次県集会でみられた主要な課題 

本次の県集会で提出されたリポートは「主体的に学習にとりくむ態度を育む指導のあり方」

「コミュニケーションの基礎となる資質・能力を育む言語活動のあり方」「思考力・判断力・

表現力を育む言語活動のあり方」と３つの実践に大きく分類された。 

「主体的に学習にとりくむ態度を育む指導のあり方」では、AET や海外の児童とのかかわり

の場を設定することにより相手意識や学習意欲を高める実践や、中間交流や Small Talk の継

続的なとりくみにより言語活動における主体性を引き出す中学校の実践が報告された。「コミ

ュニケーションの基礎となる資質・能力を育む言語活動のあり方」では、リテリングにより発

話における即興力を育成する中学校でのとりくみが報告された。また児童生徒が自己表現をし

たくなるような課題を設定した上で、困り感の共有や相互評価、推測の時間を設けるなど、児

童生徒が自ら問題を解決しよりよい話し手になるための工夫が見られる実践も多く見られた。

「思考力・判断力・表現力を育む言語活動のあり方」では、生徒に身近な課題の設定した上

で、グループ活動により相互の学び合いを深めていく実践や、中間交流や動画撮影による振り

返りで児童生徒が自身のパフォーマンスを向上させていく実践報告があった。 

 

３ 今後の課題 

新学習指導要領完全実施、そしてコロナ禍後の学校教育の変容を受けて、学習評価、小中連

携の必要性、即興性を身につけさせるための工夫、ＩＣＴ機器の発展的な活用など、外国語活

動、英語教育や学校教育にかかわる課題はさまざまである。どのような子どもを育てていくか

を常に意識し、よりよい指導を重ねることが重要である。今回報告された研究の成果や課題を

ふまえ、今後も子どもを中心にすえた有意義な実践に継続的にとりくんでもらいたい。 

(鈴木由季子・矢後 智子） 

 

 

 



 

 

報 告 書 の で き る ま で 

 わたくしたちはそれぞれの学校で、子どもたちの健やかな成長を願い日々の教育活動にとり

くみながら、自主的・主体的に実践研究を行っている。この報告書は、「学びの質を追究し、

子どもたち一人ひとりの意欲を大切にした、学ぶ喜び・わかる楽しさを保障する教育課程編成

活動をすすめる」という愛知県の教育研究活動の重点項目をふまえ、継続して行ってきた実践

の成果をまとめたものである。単組ごとの研究集会の分科会における実践報告と研究協議を経

て、県の研究集会の分科会には 19 本のリポートが提出された。「わかる授業・楽しい学校」を

めざし、子どもたち一人ひとりの主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫がどのリポ

ートからもみられた。新型コロナウイルス感染症対策をしながらであったが、参加者の間では

意見交換や質疑応答が積極的に行われ、助言者の先生方からは的確なご指導やご助言をいただ

き、充実した研究集会になった。 

 

助   言   者  矢後 智子（名古屋外国語大学） 鈴木由季子（尾張旭・東栄小） 

教育課程研究委員  髙野 賢一郎（名古屋・小幡小） 鈴木 啓仁（豊川・御津中） 

加藤 直樹（稲沢・明治中）   堀本 尚宏（名古屋・上社中） 

稲垣 徹哉（小牧・桃陵中）   楠崎 寛人（豊田・浄水中）  

浦田 将夫（海部・蟹江北中）  佐藤 公哉（稲沢・大里東小） 

青木 龍一（一宮・萩原中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１ 主題設定の理由 

本学級の生徒は、自分たちの住んでいる町が好きであり、３年ぶりに開催される三谷祭を非

常に楽しみにしている。小学生の時に外国語を学習していたため、４月から新しく来たＡＬＴ

に対して、休み時間などに積極的に話しかける姿があり、話すこと【やり取り】について何と

か自分の言いたいことを伝えようとする意欲が高い。本年度転入したポルトガル語を話す生徒

に対して自分たちから話しかけ、言語や文化が異なる相手でも交流しようとした。しかし、自

分の伝えたいことを一方的に伝えることが多く、相手意識をもって会話することが苦手である

ことやＡＬＴからの質問にも正確に答えられず、単語をつなぎ合わせた会話になってしまうこ

とがある。外国の人と話したいという思いをもつ生徒が、英語を使って相手を意識したやり取

りができるようにしていきたい。 

今まで学習した表現を使って主体的に英語を使っていく態度を養うために、「英語を使って

何とか相手に伝えたい」と思えるような場面の設定や教材を活用していく。また、単元の途中

に人とかかわる場を設定し、その場を有効に活用していくことで、生徒の意欲をより持続させ、

相手意識をもって自分の思いをいきいきと表現する姿を期待する。 

以上の願いから、研究主題を「身につけた英語を使っていきいきと伝え合おうとする生徒の

育成 ～オーストラリアの学校からのミッション！！蒲郡の町を紹介せよ～」とし、研究実践

をすることにした。 

 

２ 研究の方法 

（１） めざす生徒像 

 

 

（２）研究の仮説 

 

 

 

 

（３）仮説に迫る手だて 

手だてⅠ－ア 身近な話題をテーマに設定 

生徒たちの『町』や『学校』を教材として取りあげる。住んでいる町に対して愛着をもって

いるため、主体的に学習にとりくむことができると考える。 

手だてⅠ－イ 切実感のある課題の設定 

 外国の学校から、「蒲郡の町について教えてほしい」とビデオレターが届き、町や学校を紹介

する課題を設定する。英語を使う切実感をもって課題にとりくめると考える。 

手だてⅡ－ア 仲間とかかわる場 

ペアで「すらすら英会話」を行い、グループで文章表現をアドバイスし合ったり、発表を動

画で撮影して見る時間を設定したりすることで、自身の英語力を高め、相手意識をもって発表

にとりくめると考える。 

手だてⅡ－イ ＡＬＴとかかわる場 

ＡＬＴとかかわる場を設定することで、外国人からの視点で助言をもらい、自分たちの視野

を広げることができると考える。 

 

 

 

仮説Ⅰ－身近な話題をテーマにしたり、切実感のある課題を設定したりすることで、主体

的に学習にとりくむだろう。 

仮説Ⅱ－仲間やＡＬＴとかかわる場の設定をすることで、表現力や相手意識を高めること

ができるだろう。 

Ⅰ 既習表現をいかして、英語でいきいきと自分の思いを主体的に伝えようとする生徒 

Ⅱ 人とかかわりながら、自分の表現力や相手意識を高めていく生徒 



 

 

３ 単元構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究の実際 

（１）抽出Ａについて 

 本研究では、抽出Ａの変容を追うことで手だての有効性を検証していく。 

 Ａは、明るく活発な生徒であるが、自分の思いや考えを一方的に話してしまい、相手を意識

して会話することが苦手である。授業では、本文の暗唱や与えられた課題に対して意欲的にと

りくんでいる。前単元では、ゴールデンウィークの予定をＡＬＴにタブレットの画像を見せな

がら伝え、自分の英語が伝わる喜びと同時に、聞かれた質問に対して英語で答えることの難し

さも味わった。本単元の活動を通して、自分の興味・関心をもったことを聞く人を意識して、

自ら進んで英語で発信し、いきいきと表現しようとする姿を期待する。 



 

 

（２）研究の実践と考察 

①オーストラリアの生徒に蒲郡を紹介したいと思うＡ（手だてⅠ—ア、イの検証） 

単元の導入で、以前から交流のあるオーストラリアの姉妹校から届いたビデオレターを見る

場を設定した。そこには同学年の生徒が日本語で自己紹介していた。生徒たちは「オーストラ

リアの教室ってこんな感じなんだ」「雪が降っているね。むこうは冬なんだ」と外国の教室風景

や季節の違いに興味を示していた。ビデオの最後で“Please tell me about your town.”という

言葉を聞き、「三谷祭とか紹介したら、絶対に喜ぶよ」「日本語で紹介していたから、英語で伝

えたい」など自分たちの住んでいる町について英語で教えたいという思いをもち始めた。 

Ａはオーストラリアの生徒からのビデオレターを見て、振り返りに「僕たちも手紙や何らか

の形で返したい。本気でやって喜んでもらえると嬉しいです」と書いた。目を輝かせてビデオ

を見る様子や振り返りから自分たちの町や学校を知ってもらうために英語で伝えていきたいと

いう課題をもつことができた。 

ビデオレターを見た後、蒲郡の何を紹介するのか、どうやってそれを伝えていくのかを考え

る時間を設けた。すると、生徒たちから、「三谷祭を伝えたい」などという意見が出たため、紹

介文のトピックを“Miya Festival”“Takeshima”“Takeshima Aquarium”“LAGUNA”

“Gamagori Oranges”“Kobo Statue”“Miya Junior High School”の７つに絞り込んだ。さ

らに「せっかくなら直接話したい」

という意見があがったため、 コミ

ュニケーションアプリを使ったテ

レビ電話で紹介することにした。

Ａは三谷祭を紹介することにし

た。資料１から「僕たち４班は三谷

祭のことについて紹介したいと思

います。これから調べていくので

楽しみです」と振り返った。Ａは自分の好きな祭りを紹介することになり、これからの学習に

むけて期待が高まっている様子がうかがえた。 

単元の導入に、オーストラリアからのビデオレターを見て、自分たちの町を紹介するという

身近なテーマを課題に設定することで、生徒の興味・関心を引き、「英語で紹介したい」と主体

的に学習にむかうことができたといえる。 

②仲間のアドバイスを聞き、自分の思いを表現したＡ（手だてⅡ－アの検証） 

第７時では、学習意欲が高まってい

る生徒たちは一人で紹介文を書くこと

に挑戦した。しかし、生徒たちは伝え

たい情報はもっていても、どのように

書き始めていいのかをわからず、戸惑

っていた。そこで、今まで習った表現

を使った、蒲郡を紹介する例文を提示

した。すると、「質問から始めると興

味をもってもらいやすいのか」「最初

はどういう祭なのかを伝えて、あとで

詳しく書けばいいんだね」と言い、書

き始めた。 

Ａは海中
かいちゅう

渡御
とぎょう

について、紹介しよう

としていたが、うまく説明ができず困

っていた。そこで、同じ話題を紹介する仲間やＡＬＴにどうやって言えばいいのかを相談した。

資料２のように、Ｂの「山車を海に入れて歩く」という意見を聞き、海中渡御について表現方

法の視野を広げることができた。「carry は前に習ったね」という言葉から、習った単語を使っ

資料２ 授業記録（第７時） 

Ａ  ：【海中渡御】ってなんて言えば伝わる 

かな。 

Ｂ  ：山車を海に入れて歩くよ。 

Ｃ  ：確かに。でもどうやって言うのかな。 

Ａ  ：ＡＬＴに聞いてみようよ。山車を海に
入れて歩くは英語だとどうやって言
いますか。 

ＡＬＴ ：OK.  We carry “yama” in the sea. 

Ａ  ：そういえば、carry は前に習ったね。 

ＡＬＴ ： “yama” ?  Mountain? 

Ａ  ：No.  Not mountain. 

そうか、『やま』は普通、山だもんね。 

資料１ Ａの振り返り① 



 

 

て文をつくることができると気づい

た。また、資料３よりＡは「紹介文を考

えて思ったことは、思ったよりも今ま

で習ってきたものでできてびっくりし

た。・・・もっと英文をかけるようにな

りたい」と振り返り、自分の言いたいこ

とを、既習表現を使って文をつくるこ

とができることがわかり始めてきた。

さらに、英文をつくることに対して意欲を高めることができた。 

仲間とかかわる場を設定したことで、一人では思いつかなかった視点で文を考えることがで

き、自身の表現力を高めることができたといえる。  

③自分の発表動画を見て、よりよい発表にしようとするＡ（手だてⅡ—アの検証） 

生徒から「友だちに聞くと、伝わりやすい文がどんどん書けて楽しいからグループで考えて

みたい」という声があがったため、グループで紹介文をつくり、発表することにした。個人で

紹介文を考えた後、グループになって発表準備をすることになった。生徒たちは、それぞれ考

えてきた紹介文をより伝わるものになるように新しく文を考えたり、書き直したりした。生徒

から、「山車を見せたいから、プレゼンテーションツールを使いたい」と申し出があったため、

プレゼンテーションツールを使って発表することにした。 

また、「うまく発表できているのか不安だ」という声があがったため、自分たちの発表を動画

に撮り、その映像を見る場面を設定した。見ている時には、「原稿ばかり見て、全然前をむけて

いない」「最後は“Thank you for listening.”と言うと相手も終わりがわかるよ」など、反省し

たり、班どうしで助言したりしていた。

Ａは資料４から「声が思ったより届かな

いし・・・きょろきょろしてしまうので

反省点が見つかりました」と示しており、

自分の発表を見直すことができた。 

タブレット端末を活用して、自分たち

の発表を撮影し、振り返る場を設定する

ことで、目線や聞き取りやすい声を出すことの大切さに気付き、より聞いている相手への意識

を高めることができたといえる。 

④オーストラリアの生徒への発表前にＡＬＴに紹介し、 

話すことへの自信をもち始めたＡ（手だてⅡ－ア、イの検証） 

４月から、生徒たちは授業開始後に５分間で補助教材の『すらすら英会話』（浜島書店）を活

用して行っている。ペアで行い、互いに英語表現を学び合ったり、即興的英会話に慣れさせた

りすることが目的である。ワークシートを見ながら、すらすら言えるようになったら、「じゃん

けんをして、負けた人はワークシートを見ない」→「じゃんけんで勝った人はランダムで質問

する」→「自分のことについて答える」と変化を加えていく。授業回数を重ねていくと、指示が

なくても自分たちで話す内容を変えたり、自分のことについて話したり、“Well、…”や“Me、 

too.”など一言加えるようになっていった。 

発表の意識するポイントがわかりつつある生徒は、「発表は少しずつできるようになったけ

ど、外国の人に伝わるかな」「終わったときに質問されたらど

うしよう」と不安な声を漏らした。蒲郡市内のＡＬＴ３人をゲ

ストティーチャーにむかえ、自分たちの発表を聞いてもらい、

その後質問をしてもらったり、アドバイスをもらったりする場

を設定した。予め聞かれそうな質問を考え、答えを用意させた。

「練習通りに上手く伝えることができた」という声が聞こえ

た。Ａも紹介文を堂々と発表することができた（資料５）。資 資料５ ＡＬＴに紹介するＡ 

資料３ Ａの振り返り② 

資料４ Ａの振り返り③ 



 

 

料６より、はじめはＡＬＴの質問に

対して、答えることができたり、「予

想していたことが聞かれた」と事前

に用意していた回答を活用したりす

ることができた。さらに、ＡＬＴの

“ This festival isn’t in America 

and Australia. It’ s interesting.”や

“What is yama?”という発言や質

問を聞き、「山車はオーストラリアに

ないから、伝わりづらいか」と発言

した。Ａたちは山車の写真を使って

発表したが、それでも伝わらなかっ

たことに困惑した。資料７では、Ａ

は「質問を予想できたときは自信

満々にいえて楽しかったです。・・・

もっと面白い話にしてみんなに喜ん

でもらいらいです」と振り返った。

ＡＬＴと会話し、自分たちにとって

当たり前と思っていた祭りが三谷

特有のものであると気付いた。ま

た、外国の人が自分たちの町に興味

をもってくれたことに喜びを感じ

た。 

ＡＬＴとかかわる場を設定した

ことで、外国との文化の違いに気付

き、相手に自分たちの文化をさらに

わかりやすく伝えていこうとするなど相手意識を高めることができたといえる。 

⑤気持ちを新たにして動き出したＡ（手だてⅠ－イの検証） 

ＡＬＴとのやり取りを経て、生徒たちはさらに発表への気持ちを高めた。しかし、姉妹校の

授業カリキュラムが突然変更になり、日程調整が難しくなった。そのため、紹介方法をコミュ

ニケーションアプリでのやり取りではなく、ビデオレターを送ることにした。その事実を知っ

た生徒は残念な様子であったが、気持ちを切りかえ、ビデオレターにむけてがんばり始めた。

「本番の撮影前にもう一度自分たちの姿をビデオに撮って、確認したい」「今度はビデオを送る

っていう目でＡＬＴに聞いてもらいたい」と言った。

そこで、再度自分たちの発表を撮った。「上手くいった

から、もっと楽しそうに発表しよう」と振り返り、さ

らによい発表にしようとお互いに確認した。その後、

ＡＬＴと発表練習をし、Ａは“Your speech is great.”

と言われ、仲間と喜びを分かち合った。 

 ビデオレターをつくる際には、見ている人に伝わる

よう、カメラ目線を意識し、ゆっくりはっきりと発表

することができた（資料８）。さらに、Ａは“It has a 

history for about 300 years.”という一文を付け加え、

三谷祭の歴史を紹介した。 

 

 

資料６ 授業記録（第 10 時） 

ＡＬＴ  ：Your speech is excellent. 
         Who carries this yama?  
Ａ  ：Well、 everyone. 

ＡＬＴ ：Oh、 I see. Do you like this festival? 
Ａ  ：Yes. Yes、 I do. 

ＡＬＴ  ：OK. One big question! 
         Why do they go in the sea? 
Ａ  ：あ、予想してたことが聞かれた。 

I’m sorry. I don’t know. 
It’s celemony. 

ＡＬＴ  ：Let’s check. 
         This festival isn’t in America and 

Australia. It’s interesting. 
Last question! What is yama? 

Ａ  ：（何の目的なのか）わからない。 
I’m sorry. I don’t know. 

【終了時間になる】 
ＡＬＴ  ：Thank you for talking. 
Ｂ  ：オーストラリアにはないから、質問がめ

ちゃくちゃくる。 
Ａ  ：山車はオーストラリアにないから、伝わ

りづらいか。 

資料８ ビデオレター撮影時の生徒 

資料７ Ａの振り返り④ 



 

 

資料９のビデオレター作成後の教

員との対話記録では「早く来たいと

か言ってくれたらすごく嬉しいし、

もっと紹介したいな」と言っており、

オーストラリアの学校にビデオレタ

ーを送ったことで、さらに交流して

いきたいという意欲をもつことがで

きた。Ａはこれまで学んできたこと

に達成感を得て、今後の学習への意

欲を高めることができた。今後は姉

妹校との日程調整を再度行い、コミ

ュニケーションアプリでのやり取り

ができる場を設けていきたい。 

本単元を通して、Ａはペアやグループでの生徒、ゲストティーチャーなど、たくさんの人と

かかわりをもつことができた。彼らとのかかわりが増えていく中で、自分の思いを日本語や英

語を使って表現する機会が増やすことができた。今後も英語を学ぶ必要感や楽しさを味わうこ

とのできる題材を考え、自分の思いを表現できる生徒を育てていきたい。 

５ 成果と課題 

①成果 

英語を使いたいと思えるような場面や課題を設定することで外国の生徒に英語で伝えたいと

主体的に学習にとりくむことができた。今後も姉妹校との関係を授業にいかしたい。 

ＡＬＴとかかわる場を設定することで、外国との文化の違いを知り、自分たちの視野を広げ

たり、文化を見直したりするきっかけになった。 

『すらすら英会話』にとりくんだことで資料６のように“Well、…”と表現が自然と出てきた

り、質問に対して迷わず答えたりするなど相手を意識した会話をすることができた。 

②課題 

 話すこと【やり取り】する意欲をより高めるために、導入でもコミュニケーションアプリを

用いたかかわり合いの場を設定する必要があると感じた。 

 外国の人に自分たちの文化について詳しく説明できるよう、祭りの意義などを調べるなど、

深く探究する時間を設ける必要があると感じた。 

 

資料９ 対話記録（第 12 時） 

Ｔ：ビデオレターを作ってみて、どうだった。 
Ａ：緊張したけど、すごく楽しかった。 
Ｔ：どうして楽しかったの。 
Ａ：自信をもって言えたし、ＡＬＴに言われたこ

とを全部やれたから。 
Ｔ：何言われたの。 
Ａ：ゆっくり話すこととか、面白くするために祭

りの歴史も入れたから。 
Ｔ：ビデオ見て、なんて言ってくれるかな。 
Ａ：早く来たいとか言ってくれたらすごく嬉し、

もっと紹介したいな。 
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